





















































































































































人数 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
２７ ラ行はじき音 →ふるえ音の［ r］ １３ ２．２３ ０．７３ ２．２３ ０．７３
２４ す → ズ １１ ２．００ １．１５ ２．３６ ０．８１
４８ 長音の長さが不十分 １１ １．８５ １．１４ ２．１８ ０．８７
４７ 長音が誤って挿入される １１ １．７７ １．０９ ２．０９ ０．８３
４５ 促音の長さが不十分 １１ １．５４ ０．９７ １．８２ ０．７５
３２ お → ア １０ １．１５ ０．９０ １．５０ ０．７１
３０ アクセントをおかない母音をあいまいに発音する ９ １．４６ １．２０ ２．１１ ０．７８
５８ 拍の長さが不均等 ８ １．４６ １．２７ ２．３８ ０．５２
５５ 撥音と母音が連続するとその母音の前に［n］が起こる ８ １．３１ １．２５ ２．１３ ０．８３
３４ う →円唇化の著しい［u］ ８ １．２３ １．２４ ２．００ ０．９３
５７ 撥音の長さが不十分 ８ １．０８ １．０４ １．７５ ０．７１
８ ／w／ → ［v］ ８ ０．９２ ０．８６ １．５０ ０．５３
５６ 撥音と母音が連続すると撥音が［n］となる ７ １．３１ １．３２ ２．４３ ０．５３
６９ 助詞を著しく強く発音する ７ １．０８ １．１２ ２．００ ０．５８
１９ ［h］ → ［x］ ７ １．００ １．０８ １．８６ ０．６９
２９ 拗音 → 直音 ７ ０．８５ ０．９０ １．５７ ０．５３
３８（３） 母音が通常無声化する位置で無声化が起きない ６ ０．８５ １．１０ １．８３ ０．９０
６５ 疑問文を下降調で発音する ３ ０．２３ ０．４２ １．００ ０．００





































































































































































































































































（４） 実 例 ０以外回答者数
１ / p /→ / b / ０
２ / p /→［f］ ０
３ / b /→ / m / ０
４ / b /→ / p / ０
５ ファ行の子音 → / p / ０
６ ファ行の子音 →［f］ 「フォード」等の外来語を発音する際に目立つ ３
７ / m /→ / b / ０
８ / w /→［v］ わたしは→ヴぁたしは、わかりました→ヴぁかりました ８
９ / d /→ ラ行はじき音 ２
１０ / d /→ / n / ０
１１ / d /→ / t / ０
１２ / d /→［l］ ０
１３ / t /→ 歯茎でなく歯で調音する たいせつな ４
１４ / t /→ / d / じたい（事態）→じだい １
１５ / n /→ / d / ０
１６ / k /→ / g / ０
１７ / g /→ / k / ０
１８ / g /→ 軟口蓋有声摩擦音 １
１９ ［h］→［x］ はっぴゃく、はさみ、へや、なは（那覇） ７
２０ ［h］→ 脱落 １
２１ ［h］→ 摩擦が弱すぎる ０
２２ し →［si］ わたし→わたすぃ、さしみ、すし ６
２３ し →［zi］ ２
２４ す → ズ ですが→でずが、ますが→まずが １１
２５ ラ行はじき音 → / n / ０
２６ ラ行はじき音 → / d / １
２７ ラ行はじき音 → ふるえ音の［r］ ろっぴゃく、ろっぽん、はる、れんらく、よろしく、ロシア １３
２８ ラ行はじき音 →［l］ ５
２９ 拗音 → 直音 チョコレート→チヨコレート、きょうと→きよと ７
３０ アクセントをおかない母音をあいまいに発音する ともだち→たもだち、わたしのなまえ→わたし Nなまえ ９
３１＊ あ → オ ２
３２＊ お → ア おはし→あはし、えいごを話します→えいがを話します １０
３３＊ う → ы こうい（行為）、ほうい（方位） １
３４ う → 円唇化の著しい［u］ くつ、いっしゅうかん、かぐや姫、たぶん にく、 ８
３５＊ エ段の子音の後ろに ィェ が入る からて（空手）→からチィェ、かべ、ゆめ、 ４
３６ オ段で円唇化が強すぎる こうこう、もし、おおさか、ところ、ダンスをおどる ４
３７ 鼻音の前で口母音が鼻母音化する こども １




４２ 促音 → すべて歯茎閉鎖音で発音する きっさてん ３
ロシア語母語話者の発音の特徴と指導における問題点
－８３－
４３ 促音 → すべて声門閉鎖音になる １
４４ 促音が誤って挿入されたかのように聞こえる みっなさん ５
４５ 促音の長さが不十分 がっこう→がこう、じゅっぷん→じゅぷん １１
４６ 長音 → 撥音 １
４７ 長音が誤って挿入される ロシア→ローシア、いっしょ→いっしょう １１
４８ 長音の長さが不十分 どうぞ→どぞ、ゆうめい→ゆめい、びょういん→びょいん １１
４９ 撥音 → すべてが［n］ しんぶん ３
５０ 撥音 → すべてが［］ しんぶん ２
５１ 撥音 → すべてが通鼻母音 しんぶん→しぬぶぬ ２
５２ 撥音が誤って挿入される（語末で） ０
５３ 撥音が誤って挿入される（鼻音の前で） パニック→ぱんにく １
５４ 撥音と母音が連続するとその母音が鼻音化する げんいん（原因）、けんあん（懸案） ２
５５ 撥音と母音が連続するとその母音の前に［n］が起こる せんえん→せんねん、きんえん→きんねん ８
５６ 撥音と母音が連続すると撥音が［n］となる ワイン売り場→わいぬりば、きんえん→きねん ７
５７ 撥音の長さが不十分 こんにちは→こにちは ８
５８ 拍の長さが不均等 パパイヤ（４拍）→パパイャ（３拍）、がっこう→がこう ８
５９ 第１音節を著しく長く発音する １
６０ 第２尾音節（最後から２番目の音節）を著しく長くする ロシア語のイントネーションで読む ２
６１ 尾音節（最後の音節）を著しく長くする ２
６２ 文末の音節を著しく長くする １
６３ 疑問文をすべて極端な上昇調で発音する そうですか？わかりますか？テニスをしますか？ ５
６４ 下降上昇調が上昇調になる ４
６５ 疑問文を下降調で発音する いいですか、「か」を上げてほしいのに下がってしまう ３
６６ 文節末ごとに著しく強く発音する 助詞、て形、たり、など ４
６７ 文節末ごとに著しく高く発音する 助詞、て形、たり、など ５
６８ 文末の助詞だけを著しく高く発音する ４
６９＊ 助詞を著しく強く発音する 私は友達とデパートへ行きます ７
７０ ピッチの幅が小さすぎる ２
７１ ピッチの幅が大きすぎる アクセントの高低の差が大きい ５
７２ 音節内部でのピッチの変動が著しい ６
７３ 音節ごとの強弱の差が著しい 高く発音すべきところが強く発音されてしまう ５
７４ 第１音節を著しく強くする この、その、あの ６
７５ 第１音節を著しく高くする １




８０ 尾音節を著しく強く発音する て形の「て」「で」 ４
８１ 尾音節を高くする ３
８２ 語のアクセントがどれも平板式のようになる ３
８３＊ 文末の述語を早口で言う ～しました、～なければなりません、～させていただけませんか ４
（１）項目の ＊ 印は本研究で追加した項目である。
（２）記入例が多数挙がっていたものは、一部のみ記載した。
（３）各項目に「１…まれに見られる」「２…半数前後の学習者において見られる」「３…すべて、あるいはほとんどの学習者においてその傾
向が見られる」のいずれかを回答した回答者数。
（４）「２７．ラ行はじき音→ふるえ音の［r］」は、日本語のラ行はじき音をふるえ音の[r]で発音する特徴があるという意味である。/ / は音韻論
的、［ ］は音声学的な記述を意味する。音声記号とかなの使い方は助川（１９９３）を援用している。
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